


序

勝
沼
バ
イ
パ
ス
予
定
路
線
内
発
堀
調
査
報
告
書
は
本
刊
で
四
冊
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
報
告
書
は
方
形
周
濤
墓

一
、

平
安
時
代
堅
穴
住
居
址
四
、
Ｌ
字
遺
構

一
の
発
．堀
調
査
で
、
特
に
方
形
周
溝
墓
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
県
内
弥
生
時
代
後
期
か
ら
上
師
式
時
代
前
期
に
か
け
て
の
解
明
に
一
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
関
係

者
各
位
の
巾
広
い
活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
建
設
省
甲
府
工
事
事
務
所
の
皆
様
、
石
和
町
中
川
区
の
皆
様
、
地
元

一
宮
町
の
皆
様
に
多
く

の
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
．ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
二
月

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長
　
　
　
丸
　
茂

高

　
男



例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言

一
、
本
書
は
昭
和
四
九
年
度
に
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
と
山
梨
県
教
育
委
員
会
と
の
委
託
契
約
に
基
づ
さ

（勝
沼
バ

イ
パ
ス
建
設
工
事
）

（国
道
二
〇
号
線
改
良
工
事
）
に
先
だ
っ
て
昭
和
四
九
年

一
二
月
二
日
か
ら
昭
和
四
九
年

一
二
月

二
五
日
ま
で
実
施
し
た
山
梨
県

一
宮
町
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

調
査
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

発
堀
担
当
者
　
山
本
寿
々
雄

（
日
本
考
古
学
協
会
会
員
）

菊
島
　
美
夫

（　
　
　
　
〃
　
　
　
　
）

森
本
　
圭

一

（県
文
化
課
主
事
）

調
　
査
　
員
　
山
崎
　
金
夫
、
山
本
　
敏
子

調
査
補
助
員
　
中
川
栄
祐
、
大
野
悟
、
飯
島
保
永
、
石
原
昇
、
中
川
か
ね
子
、
赤
尾

一
義
、
関
本
て
る
江
、
飯
島
絹

子
、
向
山
ま
さ
え

作
　
業
　
口貝
　
地
元
、　
一
宮
町
の
皆
様
。

二
、
本
報
告
書
の
執
筆
は
山
本
、
菊
島
、
森
本
、
山
崎
が
行
な
っ
た
。

三
、
発
堀
箇
所
に
つ
い
て
は
勝
沼
バ
イ
パ
ス
中
心
杭
ｈ

一
連
の
も
の
と
し
て
利
用
者
の
便
に
供
し
た
が
、
遺
跡
名
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

ｏ
　
杭
血
二

一
四
地
点
…
田
村
遺
跡

（山
梨
県
東
入
代
郡

一
宮
町
石
地
内
）

杭
ｈ

一
九

一
～

一
九
二
地
点
…
柳
田
遺
跡

（山
梨
県
東
入
代
郡

一
宮
町
地
蔵
堂
地
内
）

杭
陥

一
七
〇
～

一
七
二
地
点
…
地
蔵
窪
遺
跡

（
山
梨
県
東
入
代
郡

一
宮
町
千
米
寺
地
内
）

杭
山

一
六
〇
～

一
六
二
地
点
…
馬
込
西
割
地
遺
跡

（山
梨
県
東
入
代
郡

一
宮
町
中
尾
地
内
）

○  ○  ○
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経
　
　
過

一
一　
遺
構

（
一
）

〓
一　
遺
構

（
二
）

四
　
遺
物

（
一
）

五
　
遺
物

（
二
）

一ハ
　
総
　
　
括

目

方
形
周
濤
墓

歴
史
時
代
遺
構

杭
二
一
四
地
点
方
形
周
濤
墓
底
部
出
土
土
器
外

歴
克
時
代
遺
構
に
伴
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も
の
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楓の圧痕を有する土器底部 と胎上に嵌入の京戸川扇状地の小石杜

図版三

と上と

京戸サII扇状地にある土器焼成用と考えられる粘土層

図版四

(小石粒を合む )



束八代郡中道町半湿田地帯出上の稲穂の一部を有する弥生式後期の上期底部
｀
なお稲

穂は日召和50年産のもの
図版五

西八代郡三珠日丁旧大塚沼付近の半湿田地帯出土の柳の圧痕を有する弥生式後期土奉底部

図版六
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方
形
周
濤
墓
の
占
地

と
の
規
模
。

報
告
書
の
所
収
の
内

容
。

一
、
　

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過

山
梨
県
下
初
の
方
形
周
濤
墓
の
発
堀
調
査
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
東
八
代
郡
一
宮
町
大
字
石

部
落
の
勝
沼
バ
イ
パ
ス
道
路
予
定
地
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

即
ち
蜂
城
山

（標
高
七
二
六
メ
ー
ト
ル
）
が
ゆ
る
や
か
に
山
裾
を
ひ
ろ
げ
る
京
戸
川
右
岸
の
微
高
地
の
先
端
部
に
占

地
し
て
い
る
が
下
流
地
域
の
付
近
は
典
型
的
な
御
手
洗
川
扇
状
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
現
況
で
は
若
千
の
水
田
を
除

い
て
は
、
そ
の
始
ん
ど
が
果
樹
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
方
形
周
溝
墓
は
杭
ｈ
二

一
四
地
点
を
中
心
に
微
高
地
に
存
し

そ
の

一
部
を
上
師
期
の
堅
穴
住
居
地
の
た
め
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
全
一基
）

他
に
杭
ｈ

一
九
二
地
点
よ
り
は
同
土
師
期
の
堅
穴
住
居
址
が
存
在
し
て
い
た
。
前
者
の
場
合
は
後
世
の
攪
乱
が
明
ら

か
で
あ
り
完
全
に
原
形
を
と
ど
め
ら
れ
ず

一
号
住
居
址
の
床
面
の

一
部
が
確
認
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
杭
配

一
九
二
地
点
で
は

一
基
を
長
辺
約
ニ
メ
ー
ト
ル
短
辺
約
二
、
入
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
形
の
堅
穴
住

一
基
を
確
認
出
来
た
。

一
方
の
方
形
周
濤
墓
は
、
土
師
期
の
住
居
址
の
下
部
に
あ
っ
て

一
辺
が
十
四
～
十
五
メ
ー
ト
ル
の
方
形
を
示
し
て
い

る
。
道
路
敷
予
定
地
と
い
う
制
約
も
あ
っ
た
が
全
体
の
面
積
の
三
分
の
二
を
発
堀
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
方
形
周

溝
墓
プ
ラ
ン
は
、
溝
幅
は
短

い
と
こ
ろ
で
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
、
広
い
と
こ
ろ
で
は

一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
、

そ
の
深
さ
に
お
い
て
は
三
〇
～
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
を
計
測
出
来
る
。

な
お
、
西
濤
の
溝
底
下
部
層
は
縄
文
前
期
～
中
期
に
か
け
る
包
含
層
が
あ
っ
た
。

報
告
内
容
は
、
遺
構
●
を
方
形
周
滞
墓
と
し
、
遺
構
０
を
歴
史
時
代
の
遺
構
に
わ
け
、
伴
出
遺
物
に
つ
い
て
は
方
形

周
濤
墓
に
伴
う
も
の
を
遺
物
●
、
歴
史
時
代
の
遺
構
に
伴
う
も
の
を
遺
物
０
と
し
て
各
調
査
員
各
々
が
分
担
執
筆
す
る

方
法
を
と
る
こ
と
と
し
、
特
に
重
点
的
に
と
り
あ
げ
た
方
形
周
溝
墓
の
総
括
を
ま
と
め
の
意
味
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る

こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（森
　
本
　
圭
　
一
）
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勝沼バイパス路線図並びグリット及び トレンチ設定図

杭配2:4地点

杭No158～ 162地点
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二
、
遺
溝
　
（
一
）方
　
　
形

周

溝

墓

勝
沼
バ
イ
パ
ス
道
路
沿
い
の
環
境
は
、
ほ
と
ん
ど
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
よ
う
に
農
業
の
生
産
性
規
模
拡
大
等
に
よ

る
樹
園
地
の
造
成
等
で
攪
乱
層
や
、
現
代
の
ピ
ッ
ト
等
が
重
な
っ
て
、
方
形
周
濤
墓
の
検
出
に
お
い
て
も
、
歴
史
時
代

の
遺
構
の
検
出
に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ラ
ン
の
確
認
に
あ
た
り
予
想
以
上
の
困
難
を
伴

っ
た
が
鋭
意

こ
の
初
の
方
形
周

濤
墓
第
四
図
ブ
ラ
ン
の
確
認
に
む
け
て
あ
た
う
る
限
り
の
努
力
を
傾
注
し

一
辺
が
十
四
～
十
五
メ
ー
ト
ル
の
方
形
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
分
の
二
の
面
積
の
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
幸
で
あ

り
、
中
央
部
よ
り
や
や
北
側
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に
土
拡
の

一
部
が
確
認
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
そ
の
幅
は
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
そ
の
深
さ
は
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
お
そ
ら
く
長
さ
は

一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

不
幸
に
し
て
他
の
残
り
の
部
分
を
調
査
す
る
こ
と
は
出
来
得
な
か
っ
た
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
範

囲
は
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
こ
と
は
確
実
の
よ
う
で
あ
る
。

東
の
溝
の
幅
は
七
〇
～

一
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
三
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
他
の
濤
と
比
較
し
て

み
て
小
さ
い
が
、
中
央
の
部
分
に
ニ
メ
ー
ト
ル
×

一
、
四
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
ピ
ッ
ト
の
中
か
ら
の
伴
出
遺
物
は
な
い
。
南
の
溝
は
そ
の
幅
が

一
〇
〇
～

一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て

い
て
西
寄
り
に
む
け
て
広
が
り
、
深
く
な

っ
て
い
る
。

西
の
溝
は
そ
の

一
部
が
、
歴
史
時
代
の
遺
構
で
あ
る
土
師
期
堅
穴
住
居
址
構
築
の
た
め
に
破
壊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
幅
は

一
五
〇
～

一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
広

い
。
し
か
も
こ
の
濤
底
及
び
覆
土
か
ら
は
破
砕
さ
れ
た

弥
生
式
後
期

の
遺
物
が
集
中
的
に
出
土
し
、
土
製
紡
錘
車

一
ケ
の
出
土
も
確
認
さ
れ
た
。
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濤
中
出
上
の
概
の
旺

痕
を
有
す
る
土
器
底

諏中

な
お
若
千
年
代
の
幅
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
櫛
描
き
の
波
状
文
を
有
す
る
弥
生
式
上
器
片
も
あ
っ
て
或
は
そ
の

時
間
的
な
幅
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
あ
げ
て
さ
ら
に
、
未
完
堀
地
域
に
お
け
る
詳
細
な
ボ
ー
リ
ン
グ
検
査
の
結
果
を
も
踏
え
て
み

る
と
、
こ
の

一
宮
町
発
見
の
方
形
周
溝
墓
は
、
北
側
の
濤
も
他
の
溝
と
同
様
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
構
築
様
相

は
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
型
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
方
形
に
完
全
に
濤
を
め
ぐ
ら
す
パ
タ
ー
ン
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

覆
土
伴
出
の
弥
生
式
上
器
に
は
、
概
の
圧
痕
を
有
す
る
土
器
底
部
片
が
あ
り
、
さ
ら
に
胎
土

（粘
土
）
に
は
京
戸
川

の
河
川
砂
礫
を
鉄
入
し
て
い
る
事
実
と
、
近
在
に
こ
れ
と
同
質
の
粘
土
層
が
実
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
地
場
生
産
性

を
強
く
印
象
づ
け
て
い
る
点
も
特
徴
か
も
知
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（森
　
本
　
圭
　
一
）

三
、
遺
構

（
三
）
歴
　
　
史
　
　
時
　
　
代
　
　
遺
　
　
構

勝
沼
バ
イ
パ
ス
杭
配
二

一
四
地
点
よ
り
は
方
形
周
濤
墓
と
そ
の
外
に
、
歴
史
時
代
に
属
す
る
堅
穴
式
住
居
址
三
基
、

同
杭
配
一
九
二
地
点
よ
り

一
基
、
合
計
四
基
が
発
見
さ
れ
、
杭
陥

一
九
二
地
点
よ
り
は
住
居
址
の
外
に
Ｌ
字
状
遺
構
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。

杭
陥
二

一
四
地
点
の
堅
穴
住
唇
址
は
、　
一
部
が
方
形
周
溝
を
き
り
こ
ん
だ
形
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
世
の
耕
作
に

よ
る
攪
乱
が
ロ
ー
ム
層
ま
で
達
し
て
お
り
、
完
全
に
原
形
を
留
め
る
も
の
は
な
く
、
特
に
第

一
号
住
曙
址
は
床
面
の
一

部
が
確
認
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

杭
陥

一
九
二
地
点
の
堅
穴
住
居
址
、
Ｌ
字
状
遺
構
も
や
は
リ
ロ
ー
ム
層
を
切
り
込
ん
で
、
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

●
　
杭
ｈ
二

一
四
地
点
第

一
号
住
居
址

（第
五
図
）

第

一
号
住
居
址
は
耕
作
の
た
め
ほ
と
ん
ど
原
形
を
留
め
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
ロ
ー
ム
に
黒
色
土
を
混
ぜ
て
踏
み
固
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め
た
床
面
の

一
部
を
確
認
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
確
認
さ
れ
た
床
の
東
側
に
直
径
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約

六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
た
が
住
居
址
に
伴
う
も
の
で
な
く
、
後
世
の
堀
り
込
み
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

遺
物
は
僅
か
で
、
床
面
に
接
し
て
発
見
さ
れ
た
の
は
土
師
器

・
杯
形
土
器
が

一
点
だ
け
で
あ

っ
た
。

０
　
杭
陥
二

一
四
地
点
第
二
号
住
層
址

（第
六
図
）

主
軸
の
方
向
は
Ｎ
１
２４
‐
Ｅ
で
、
長
辺
三

・
八
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
三

・
六
メ
ー
ト
ル
の
方
形
を
呈
す
る
比
較
的
小
型

の
堅
穴
住
居
址
で
あ
る
。
東
壁
北
寄
り
に
張
り
出
し
部
が
見
ら
れ
る
が
、
張
り
出
し
部
の
手
前
に
勝
土
な
ど
も
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
マ
ド
部
と
も
考
え
ら
れ
る
。

壁
は
や
や
外
傾
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
さ
を
計
る
が
、
耕
作
の
事
実
を
考
え
れ

ば
、
更
に
高

い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
予
想
で
き
る
。

床
は
ロ
ー
ム
と
黒
土
を
混
ぜ
て
踏
み
固
め
た
も
の
で
あ
る
。
周
溝
や
柱
穴
等
は
床
面
、
壁
外
か
ら
全
く
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

遺
物
は
僅
か
で
あ
り
、
床
面
直
上
よ
り
発
見
さ
れ
た
の
は
器
台
形
土
器
の
み
で
あ
り
、
外
に
灰
袖
陶
器
片
、
土
師
器

片
が
覆
土
よ
り
出
上
し
て
い
る
。

口
　
杭
配
二

一
四
地
点
第
二
号
住
居
址

（第
七
図
）

住
居
址
北
東
部
が
攪
乱
に
よ
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
主
軸
の
方
向
が
Ｎ
Ｌ
∬
Ｉ
Ｅ
の
長
辺
約
二

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、

短
辺
約
二

・
九
メ
ー
ト
ル
の
方
形
を
短
く
す
る
比
較
的
小
型
の
堅
穴
住
居
址
で
あ
る
。
壁
は
や
や
外
傾
す
る
も
の
で
、

壁
高
は
東
壁
で
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
が
、
北
壁
は
全
く
残
存
し
て
い
な
い
。
周
溝
が
西
壁
と

一
部
南
壁
に
回

っ
て
検
出
さ
れ
た
が
、
意
外
と
巾
の
広

い
も
の
で
あ
る
。
更
に
東
壁
と
南
壁
の
コ
ー
ナ
ー
あ
た
り
に
小
溝
が
見
ら
れ
る
。
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Ｌ
字
遺
構
の
検
出

床
は
ロ
ー
ム
と
黒
色
上
を
混
で
、
踏
み
固
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
柱
穴
は
全
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
カ
マ
ド
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
東
壁
寄
り
に
焼
土
が
認
め
ら
れ
た
。

遺
物
は
床
面
直
上
よ
り
杯
形
土
器
、
羽
釜
形
土
器
、
小
型
甕
形
土
器
が
出
土
し
、
覆
土
よ
り
は
土
師
器
片
、
緑

・
灰

袖
片
等
が
出
上
し
て
い
る
。

ω
　
杭
配

一
九
二
地
点
第

一
号
住
居
址

（第
八
図
）

主
軸
の
方
向
が
Ｎ
１
４２
‐
Ｅ
で
、
長
辺
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
約
二
、
八
メ
ー
ト
ル
の
隅
九
方
形
の
堅
穴
住
居
址
で

あ
る
。
壁
は
や
や
外
傾
す
る
も
の
で
、
壁
高
は
東
壁
で
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
床
は
ロ
ー
ム
に
黒
土
を
混

入
し
た
も
の
を
踏
み
固
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
湿
気
の
た
め
や
や
軟
弱
で
あ
る
。
カ
マ
ド
は
住
居
址
北
東
寄
り
に
あ

り
、
ロ
ー
ム
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。

遺
物
は
南
東
壁
中
央
付
近
の
床
面
直
上
よ
り
、
土
師
器

・
杯
形
土
品

・
甕
形
土
器
が
、
覆
土
か
ら
も
土
師
器
片
が
出

土
し
て
い
る
。

（
五
）
　

Ｌ
字
遺
構

（第
九
図
）

遺
構
は
ロ
ー
ム
灰
を
Ｌ
字
状
に
堀
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
断
面
は
カ
マ
ボ
コ
状
を
呈
し
、
底
面
は
隋
円
形
を
呈
す

る
。
周
囲
の
壁
、
天
丼
の

一
部
に
鉄
製
刃
物
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
遺
物
は
全
く

出
土
し
て
い
な
い
。

県
下
に
於
い
て
も
地
下
式
上
鉱
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
数
ケ
所
で
発
堀
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
該
遺
構
が
地
下
式
土

航
で
あ
る
か
は
断
定
し
が
た
い
。

（菊
　
島
　
美
　
夫
）
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四
、
遺
物
●
　
杭
血
二

一
四
地
点
方
形
周
溝
墓
溝
中
出
土
土
器
外

方
形
周
濤
墓
溝
中
よ
り
出
土
し
た
土
器
片
は
、
そ
の
全
部
が
破
砕
で
あ
っ
た
。
分
布
状
態
は
西
側
濤
中
底
部
に
多
く
、

南
側
濤
中
で
は
や
や
少
な
く
、
東
側
濤
中
で
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
器
種
は
壺
、
台
付
甕
、
器
台
で
あ
っ
た
。
な
お

そ
の
下
部
層
よ
り
は
縄
文
土
器
片
の
包
含
層
で
あ
っ
た
。

壷
形
土
器

（
第
十
図

一
～
六
、　
一
七
、
二
三
）

図

一
は
日
径
九
、
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
日
縁
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
。
一肩
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
は

垂
直
に
下
降
す
る
よ
う
で
あ
り
、
胴
部
最
大
幅
は
中
央
部
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
図
二
、
三
は
日
縁
部
の
外
径
は
小
さ

い
が
胴
部
は
大
き
く
張
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
四
は
折
返
口
縁
を
有
し
、
頸
部
は
「く
」
の
字
状
に
折
れ
る
。
器
面
外

面
は
制
落
が
激
し
い
。
図
五
は
壺
形
と
い
う
よ
り
小
対
形
土
器
と
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
頸
部
は
極
端
で

は
な
い
が
「く
」
の
字
状
に
折
れ
る
。
図
二
三
は
肩
部
に
櫛
状
箆
に
よ
り
斜
の
疑
縄
文
が
浅
く
施
文
さ
れ
て
お
り
、
塗
彩

さ
れ
て
い
る
。
図
二
五
は
日
縁
部
が
大
き
く
開
き
、
胴
部
は
あ
ま
り
張
ら
れ
な
い
壺
形
の
上
器
と
思
わ
れ
る
。

台
付
甕
形
土
器

（第
十
図
～
七
～
九
、　
一
一
～

一
六
）

台
付
甕
形
土
器
は
日
縁
部
に
箆
に
よ
る
刻
目
の
あ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
図
七
は
器
面
内
外
に
刷

毛
目
痕
を
残
し
、
頸
部
は
極
端
で
は
な
い
が
や
や
ゆ
る
や
か
に
「く
」
の
字
状
に
外
反
す
る
。
図
八
、
九
は
台
付
の
部
分

で
赤
る
。
台
付
部
は
い
く
ら
か
ふ
く
ら
み
が
あ
り
折
返
し
は
な
い
。
図

一
八
は
日
縁
部
に
箆
に
よ
る
刻
目
を
有
し
、
器

肉
は
厚
い
。

甕
形
土
器

（第
十
図
、　
一
九
～
三
二
）

櫛
状
工
具
に
よ
り
施
文
さ
れ
て
い
る
土
器
片
で
あ
る
。
図
二
〇
は
肩
部
に
、
波
状
文
が
横
走
帯
文
を
上
下
に
施
文
さ

れ
て
い
る
。
図

一
九
、
三
二
は
同

一
個
体
と
思
わ
れ
日
縁
部
か
ら
胴
上
部
ま
で
波
状
文
で
施
文
さ
れ
て
い
る
。
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器
台
形
土
器

（第
十
図
、　
一
〇
～
二
六
）

図

一
〇
は
脚
部
が
低
く
ラ

ツ
パ
状
に
開
く
。
脚
部
に
孔
は
な
く
器
面
外
面
は
箆
磨
き
さ
れ
て
い
る
。

紡
錘
車

（図
二
六
）

西
溝
出
土
の
こ
の
紡
鐘
車
は
厚
味
が
あ
つ
て
、
ず

つ
し
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
赤
渇
色
で
細
か
い
砂
粒
を
含
み
焼
成
は

良
好
で
、
大
き
さ
で
は
上
面
で
の
径
で
は
四
。
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
径
で
は
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る

こ
と
が
出
来
る
。
一局
さ
は
三
二
一一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
中
央
部
に
貫
通
孔
が
あ
り
、
上
面
で
は

一
。
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
底
部
で
は
○
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
や
や
せ
ま
い
。

方
形
周
濤
墓
か
ら
の
出
土
例
で
は
茨
城
県
須
和
間
遺
跡
の
八
号
方
形
周
濤
墓
、
東
北
ヨ
ー
ナ
ー
の
溝
中
出
土
の
例
が
あ

げ
ら
れ
る
。

糸
を
つ
ぐ
む
手
工
業
的
な
器
具
が
溝
中
に
出
土
さ
れ
た
例
と
し
て
は
少
な
く
今
後
の
累
積
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

杭
ｈ
二

一
四
地
点
方
形
周
溝
墓
覆
土
及
び
周
辺
グ
リ
ッ
ド
出
土
土
器

器
種
は
壺
、
台
付
甕
、
鉢
、
器
台
に
分
け
ら
れ
る
壺
形
土
器
（第
十

一
図
二
七
～
二
二
、
一二
七
、
四

一
、
四
三
～
四
五
）

図
二
七
は
刷
毛
目
痕
を
頸
部
に
残
し
、
一月
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
は
箆
磨
き
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
は
あ
ま
り
張
ら
な
い

ょ
う
で
あ
る
。
図
二
八
、
一
一九
は
折
返
口
縁
を
有
し
、
胴
部
は
球
形
状
に
張
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
三
〇
～
三
二
は
壷

形
土
器
の
底
部
で
あ
る
が
図
三
〇
、三
三
は
底
部
が
厚
く
、
図
三
二
、
三
二
は
簿
い
。
な
お
、
図
三

一
は
底
部
に
は
粗
の
圧

痕
と
小
石
の
圧
痕
を
有
す
る
。図
四
四
は
胴
部
の
破
片
で
あ
れ
が
刷
毛
目
整
形
後
て
い
ね
い
に
箆
磨
き
し
て
い
る
。
図
四

六
は
頸
部
に
櫛
描
に
よ
る
横
走
帯
文
を
施
文
し
て
い
る
。

台
付
甕
形
土
器

（第
十

一
図
三
四
、
二
五
、
三
八
、
二
九
、
四
〇
、
四
二
）
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図
三
四
は
日
縁
部
に
箆
に
よ
る
刻
目
を
有
し
、
垂
直
に
や
や
近
い
状
態
で
ゆ
る
や
か
に
外
友
す
る
。
ま
た
胴
部
は
張

ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
三
八
は
日
縁
部
が
や
や
内
反
気
味
で
あ
る
。
図
二
五
、
二
九
は
日
縁
部
に
刻
目
が
な
く

ゆ
る
や
か
に
垂
直
に
や
や
近
い
形
で
外
反
す
る
。

針
形
土
器

（第
十

一
図
三
六
）

図
三
六
は
口
縁
部
に
櫛
状
箆
に
よ
り
刻
目
が
施
文
さ
れ
、
器
面
内
外
面
と
も
刷
毛
目
痕
を
残
す
。

器
台
形
土
器

（第
十

一
図
四
六
）

図
四
六
は
器
受
部
は
小
さ
い
よ
う
で
あ
り
、
箆
磨
さ
れ
、
塗
彩
で
あ
る
。

杭
ｈ

一
九
二
地
点
出
土
土
器

（第
十
二
図
）

杭
ｈ

一
九
二
地
点
は
ト
レ
ン
チ
南
側
か
ら
国
分
期
の
住
居
址
が
確
認
さ
れ
、
北
側
は
ピ
ッ
ト
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
こ

こ
に
図
示
遺
物

（図
版
十
二
、
図
六
～

一
〇
）
す
る
遺
物
は
北
部
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
図
六
は
台
付
甕
形

土
器
で
底
部
に
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
器
面
は
全
体
に
粗
雑
で
ヨ
ヨ
ナ
デ
痕
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
図
七
は
壺
形
土
器

の
日
縁
部
で
あ
る
。
図
八
～

一
〇
は
条
痕
を
有
す
る
土
器
で
あ
る
が
、
図
八
～
九
は
甕
形
土
器
、
図

一
〇
は
壷
形
土
器

で
あ
る
。
条
痕
は
斜
状
及
び
横
位
の
条
痕
が
あ
る
。
以
上
で
あ
る
が
時
期
と
し
て
は
図
六
、
七
は
五
領
期
、
図
八
～

一

〇
は
弥
生
中
期
初
頭
の
続
水
神
平
系
に
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

杭
ｈ

一
六

一
～

一
六
二
地
点
出
土
土
器

（第
十
二
図
）

遺
跡
の
中
心
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
た
め
か
遺
物
の
量
も
少
な
く
、
ま
た
遺
構
も
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
図
示
で
き

る
の
は
第
十
二
図
の
図

一
～
五
で
あ
っ
た
。
壷
形
土
器
、
鉢
形
土
器
、
器
台
形
土
器
が
あ
る
。
壷
形
土
器
は
図

一
～
三
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で
あ
る
。
図

一

と
思
わ
れ
る
。

土
器
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
。

小

杭
血
二

一
四
地
点
の
方
形
周
濤
墓
濤
中
出
上
の
上
器
は
以
上
の
べ
た
よ
う
に
完
形
品
は
な
く
破
砕
さ
れ
た
弥
生
時
代

後
期
と
思
わ
れ
る
遺
物
が
出
上
し
た
。
こ
の
弥
生
時
代
後
期
と
思
わ
れ
る
遺
物
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
方
形
周
濤
墓
フ
ク

土
及
び
そ
の
周
辺
の
上
器

（第
十
、
十

一
図
参
照
）
を
併
せ
て
若
干
の
分
類
を
し
て
み
た
い
。
器
種
は
壷
、
台
付
甕
、

甕
、
鉢
、
さ
ら
に
器
台
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
？
つ
ち
壷
と
台
付
甕
を
細
分
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一霊

Ａ
類
、
日
縁
部
が
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
、
頸
部
に
櫛
描
に
よ
る
文
様
を
施
文
す
る
も
の
。

（図
四
五
）

Ｂ
類
、
頸
部
が

「く
」
の
字
状
に
外
反
し
、
折
返
日
縁
を
有
す
る
も
の

（図
四
、
二
八
、
二
九
）

Ｃ
類
、
日
縁
部
が
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
も
の

（図

一
）

Ｄ
類
、
広
日
の
壷
で
頸
部
が

「く
」

の
字
状
に
外
反
す
る
も
の

（図
五
）

Ｅ
類
、
日
縁
部
が
長
く
開
き
、
胴
都
は
あ
ま
り
張
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の

（図
二
五
～
二
四
）

Ｆ
類
、
手
捏
ね
の
壺
形
の
も

の

（図
三
七
）

台
付
甕
形
土
器

Ａ
類
　
日
縁
部
に
刻
目
を
有
し
、
頸
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
も
の
、
器
肉
は
厚
い
。

（図

一
八
、
三
四
）

は
複
合
日
縁
を
有
す
る
。
図
二
は
日
縁
部
が
急
激
に
大
き
く
外
反
す
る
。
胴
部
は
球
形
状
に
張
る
も
の

図
四
は
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
日
縁
部
が
や
や
内
反
し
、　
一
条
の
沈
線
が
認
め
ら
れ
る
。
図
四
は
器
台
形

円
孔
は
な
く
器
面
外
面
は
塗
彩
さ
れ
て
い
る
。
時
期
と
し
て
は
関
東
編
年
で
い
う
五
領
期
に
入
る
も
の

結
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Ｂ
類
　
日
縁
部
に
刻
目
は
な
く
、
頸
部
は
わ
ず
か
に
外
反
す
る
も
の

（図
二
五
、
二
九
）

Ｃ
類
　
日
縁
部
に
刻
目
は
な
く
、
頸
部
は
極
端
で
は
な
い
が
や
や
ゆ
る
や
か
に

「く
」
の
字
状
に
外
反
す
る
も
の
（

図
七
、　
〓
こ

こ
れ
ら
の
中
で
明
ら
か
に
古
い
様
相
を
示
す
土
器
群
と
新
し
い
と
思
わ
れ
る
土
器
群
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
を
Ｉ
群
土

器
と
し
後
者
を
■
群
土
器
と
し
て
分
類
し
て
み
る
と
。

Ｉ
群
土
器
　
と霊
形
土
器
Ａ
類

壷
形
土
器
Ｅ
類

台
付
甕
形
土
器
Ａ
類

台
付
甕
形
土
器
Ｂ
類

甕
形
土
器

鉢
形
土
器

Ｈ
群
土
器
　
壷
形
土
器
Ｂ
類

壷
形
土
器
Ｃ
類

壷
形
土
器
Ｆ
類

台
付
甕
形
土
器
Ｃ
類

器
台
形
土
器

と
な
り
、
こ
れ
ら
の
上
器
を
主
体
と
し
て
表
に
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。
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杭
陥
二

一
四
地
点
方

形
周
濤
墓
周
辺
グ
リ

ッ
ト
及
び
フ
ク
土
出

土
土
器
（第
十

一
図
）

杭
配
二

一
四
地
点
方

形
周
濤
墓
濤
中
出
土

土
器

（第
十
図
）

盟命
　　　　
ム
ロ

鉢

台

付

甕

一霊

器

口

甕

台

付

甕

士霊

器

　

　

種

二
六

二
四
、
二
五
、
二
人
、
二
九

四
五

一
九
～
上

一

,(

二
四
、
二
五

I

群

土

器

四
六

二

七

十

三

一
、

三

七

、

四

一

四

三

～

四

四

一
〇

七
～
九
、　
一
一
～

一
六

一
～
四
、
三
二

II

群

土

器

Ｉ
群
土
器
の
中
で
類
例
品
と
し
て
は
図

一
九
～
二

一櫛
描
文
を
施
文
し
た
甕
形
土
器
は
神
奈
嶋
呼
朝
光
寺
原
遺
跡
Ｂ

地
区
出
上
が
あ
る
。
南
関
東

の
朝
光
寺
原
式
上
器
の
文
化
が
甲
府
盆
地
東
部
に
も
及
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
今
後

の
調
査
に
期
待
し
た
い
。
Ｈ
群
土
器
は
類
例
品
と
し
て
は
図

一
は
武
蔵
前
（竪

町
遺
跡
が
あ
り
、
図
五
は
伊

③

豆
山
木
遺
跡
が
あ
る
。
時
期
と
し
て
は
弥
生
後
期
終
末
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
か
ら
し
て
方
形
周
溝
墓
構
築
等
の

時
期
に
つ
い
て
は
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
し
て
Ｈ
群
土
器
の
時
期
と
思
わ
れ
る
。

（山
崎
　
金
夫
）

参

考

文

献

①
　
横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
、横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
昭
和
四
三
年
度
朝
光
寺
原
Ｂ
地
区
遺
跡
五
一

〇
号
住
居
址
出
土
土
器

②
・　
武
蔵
前
野
町
遺
跡
概
報
、
考
古
学

一
一
巻
　
号
杉
原
荘
介
、
第
五
図
の

一
〇
図

③
・　
伊
豆
山
木
遺
跡
　
後
藤
守

一
編
、
―
弥
生
時
代
木
製
品
の
研
究
―
　
築
地
書
刊
、
図
版
三
六
図
四
四
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五
、
遺
物

（
二
）

歴
史
時
代
遺
構
に
伴
う
も
の

第
二

一
四
地
点
第

一
号
住
居
址

（第
十
三
図
）

床
面
直
上
よ
り
甕
形
土
器

（図

一
）
が
出
土
し
た
外
は
、
覆
土
か
ら
土
師
器
片

（羽
釜
形
土
器

・
杯
形
土
器
等
）
が

数
片
出
上
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
甕
形
土
器
は
日
縁
部
を
粘
土
組
を
貼
付
け
整
形
し
て
、
肥
厚
さ
せ
る
特
徴
を
有
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
様
に
日
縁
部
を
肥
厚
化
さ
せ
る
技
術
は
、
晩
期
Ｈ
Ｉ
四
式
よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
晩
期
Ｈ
Ｉ

七
式
ま
で
系
譜
を
追
え
る
の
で
あ
る
が
、該
甕
形
土
器
は
日
縁
部
形
態
よ
り
晩
期
Ｈ
Ｉ
四
～
五
式
に
比
定
さ
れ
る
も

の

と
言
え
る
。

な
お
、
覆
土
よ
り
出
土
し
た
杯
形
土
器
片
は
、
玉
縁
で
外
反
し
、
胴
部
に
斜
位
の
箆
削
り
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

羽
釜
形
土
器
の
羽
は
水
平
に
取
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二

一
四
地
点
第
二
号
住
層
址

（第
十
二
図
）

床
面
直
上
よ
り
出
上
し
た
遺
物
は
器
台
形
土
器

（図
二
）
の
み
で
あ
り
、
覆
土
よ
り
土
師
器
片

（
杯
形
土
器
）
が
数

点
、
地
元
窯
製
品
と
考
え
ら
れ
る
灰
袖
陶
器
片
が
数
点
出
上
し
て
い
る
。

こ
の
手
の
形
態
の
器
台
形
土
器
は
筆
者
ら
が

″
厚
手
式
上
器
″
と
呼
称
し
て
い
る
器
壁
が
極
端
に
厚
く
作
ら
れ
て
い

る

一
群
の
上
器
に
入
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

″
厚
手
式
上
器
″
の
編
年
的
位
置
付
け

、
性
格
付
け
は
、
出
土
状
況
が

全
て

″
厚
手
式
上
器
″
の
み
と
い
う
調
査
事
例
が
多
く
、
現
在
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
勝
沼
バ
イ
パ
ス
杭
陥
二
ヽ

七
四
地
点
第
二
号
住
居
址
、
同
三

一
九
地
点
第
四
号
住
居
址
、
同
三
二
八
地
点
第

一
号
住
居
址
、　
一
宮
町
末
木

・
慈
眼

寺
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
？
つ
ち
該
品
に
形
態
、
法
量
等
が
酷
似
す
る
の
は
三

一
九
地
点
第
四
号
住
居

址
出
土
例
三
点
、
慈
眼
寺
遺
跡
出
土
例

一
点
で
あ
る
。
杭
ｈ
二
七
四
～
三
二
八
地
点
の
三
基
の
住
居
址
の
出
土
品
に
つ
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い
て
は
現
在
ま
で
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
式
以
降
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
慈
眼
寺
遺
跡
の
も
の
に
つ
い
て
は
晩
期
Ｈ
Ｉ

三
式
～
四
式
に
該
当
す
る
皿
形
土
器
、
杯
形
土
器
が
判
出
し
て
い
る
が
、
正
式
調
査
に
よ
る
も
の
で
な
い
の
で
、
断
定

し
が
た
い
。
よ
っ
て
本
例
の
位
置
付
け
は
明
確
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
式
以
降
の
住
居
址
か
ら

一
、

二
点
判
出
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
時
間
的
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
覆
土
内
よ
り
出
上
し
た
杯
形
土
器
は
日
縁
が
玉
縁
で
外
反
、
底
は
糸
切
後
周
囲

一
～

一
、
五
ｍ
を
箆
削
す
る

静
止
箆
削
技
法
の
も
の
で
あ

っ
た
。

杭
配
二

一
四
地
点
第
二
号
住
居
址

（第
十
二
図
）

床
面
直
上
よ
り
杯
形
土
器

（
図
八
）
、
羽
釜
形
土
器

（同

一
〇
）
、
小
形
甕
形
土
器

（同

一
一
）
が
出
上
し
、
覆
土

よ
り
図
示
し
た
杯
形
土
器

（同
九
）
、
灰
袖
陶
器

（同

一
二
）
と
縁
袖
陶
器
片

（黒
笹
系
）
、
土
師
器
片
が
出
上
し
た
。

杯
形
土
器

（同
八
）
は
日
縁
部
が
玉
縁
で
外
反
し
、
胴
部
に
箆
削
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
に
底
が
切
り
放

し
の
糸
切
底
で
あ
る
こ
と
が
目
に
つ
き
、
覆
土
内
よ
り
出
上
し
た
杯
形
土
器
の
底
は
全
部
切
り
放
し
の
糸
切
底
で
あ
り
、

三
号
住
居
址
に
於
け
る
杯
形
土
器
の
特
徴
と
見
て
よ
い
。
更
に
杯
形
土
器
片
に
は
全
く
内
面
箆
磨
を
有
す
る
も
の
は
存

在
し
て
い
な
い
。
皿
形
土
器
、
杯
形
土
器
の
底
の
整
形
方
法
に
対
す
る
編
年
的
研
究
は
現
在
ま
で
は
晩
期
Ｈ
Ｉ
四
式
以

前
に
は
、
切
り
放
し
糸
切
底
は
全
く
存
在
し
て
い
な
く
、
晩
期
Ｈ
十
五
式
よ
り
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
状

態
で
あ
る
。

羽
釜
形
土
器
に
つ
い
て
も
形
態
的
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
細
か
い
編
年
的
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
現
在
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
形
態
変
化
は
、
晩
期
Ｈ
十
五
式
に
於
い
て
は
日
縁
部
、
特
に
口
唇
部

が
角
形
な
い
し
丸
形
を
呈
し
、．
羽
部
が
水
平
に
延
び
、
晩
期
Ｈ
十
六
式
以
降
に
於
い
て
は
日
唇
部
の
外
側
が
斜
め
に
カ

ッ
ト
さ
れ
尖
形
を
呈
し
、
羽
部
は
上
面
か
下
面
の
一
方
が
傾
斜
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
該
羽
釜
形
土
器
は
日
唇
部
に
あ

っ
て
は
晩
期
Ｈ
十
六
式
、
羽
部
に
あ

っ
て
は
晩
期
Ｈ
十
五
式
に
見
ら
れ
る
形
態
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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期
Ｈ
Ｉ
六
式
、
羽
部
に
あ

っ
て
は
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
式
に
見
ら
れ
る
形
態
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

小
型
甕
形
土
器
は
、
比
較
的
長
い
時
間
存
在
し
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
該
品
の
様
な
税
軒
整
形
に
よ
る
も
の
は
稀
れ

で
、　
一
宮
町
未
木

・
両
ノ
木
神
社
前
遺
跡
第
二
、
四
号
住
居
址
に
類
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
晩
期
Ｈ
十
三
式
か

ら
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
式
に
見
ら
れ
る
の
は
、
木
葉
痕
を
有
し
櫛
状
箆
な
ど
が
内
外
面
に
顕
著
に
施
さ
れ
た
。
砂
粒
を
多
く
含

む
胎
上
の
も
の
で
あ
る
。
両
ノ
木
神
社
前
遺
跡
第
二
、
四
住
居
址
は
出
土
遺
物
よ
り
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
～
六
式
に
比
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

第
二
号
住
居
址
出
土
品
は
以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
土
器
の
形
態
的
組
合
せ
が
把
握
不
可
能
で
あ
る
点
を
考
え

る
と
、
晩
期
Ｈ
Ｉ
五
式
～
六
式
に
比
定
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

（
四
）

第

一
九
二
地
点
第

一
号
住
居
址

（第
十
三
図
）

床
面
直
上
よ
り
杯
形
土
器

（図
二
、
四
）
、甕
形
土
器

（同
六
）
が
出
上
し
、
覆
土
か
ら
は
図
示
し
た
杯
形
土
器

（同

五
）
、
手
控
土
器

（同
七
）
の
外
に
土
師
器
片
、
須
恵
器
片
、
灰
袖
陶
器
片
が
出
土
し
た
が
量
は
多
く
な
い
。

杯
形
土
器
は
内
面
に
放
射
状
箆
磨
、
外
面
に
斜
位
の
箆
削
を
施
す
。
日
唇
部
尖
形
の
底
部
が
大
き
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
手
の
も
の
は
若
千
ず

つ
形
態
変
化
を
見
せ
な
が
ら
晩
期
Ｈ
Ｉ
四
式
ま
で
存
在
す
る
が
、
甕
形
土
器
の
日
縁
部
が
薄

い
も
の
で
、
外
方
に
開
く
形
態
の
も
の
は
晩
期
Ｈ
十

一
式
～
三
式
ま
で
見
ら
れ
る
が
、
該
甕
形
土
器
の
口
縁
部
の
様
に

外
反
す
る
例
は
晩
期
Ｈ
十
二
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、　
一
号
住
居
址
出
土
品
は
晩
期
Ｈ

Ｉ
三
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
覆
土
よ
り
出
上
し
た
杯
形
土
器
は
全
て
日
唇
部
が
尖
形
形
態
の
も
の
で
、
か
つ
胴
部
の
立
上
り
角
度

（側
線
）

は
図
示
し
た
も
の
に
類
似
し
、
底
の
大
き
い
器
形
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

グ
リ
ッ
ド
内
等
出
土
品

（第
十
四
図
）
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[]:9七

【
第十三図  第 1住居hL11)同第 2住居hL12)同第3(8～ 12)193地点住居址 (3～ 7)
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トレンチ出土品

産 塞 墾 塞 ≧ 塾 二 重 塗 垂 当 先

//″
I≧========|______とととミミさ十三

。                 
…

Sem

グリット内等出土品第十四図
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濤
中
出
土
の
不
揃
砕

片
土
器
と
そ
の
背
景

を
な
す
も
の

（農
業

開
発
の
原
点
）

第
十
四
図
に
グ
リ
ッ
ド
内
等
よ
り
出
上
し
た
遺
物
を
図
示
し
た
が
、
こ
で
つ
ち

一
～
三
ま
で
は
南
関
東
編
年
で
真
間

式
（
筆
者
の
晩
期
Ｉ
）
土
器
と
し
て
把
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
胴
部
が
横
位
に
小
刻
み
に
箆
削
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
晩
期
Ｉ
と
晩
期
Ｈ
の
接
触
時
期
の
研
究
に
は
興
味
を
そ
そ
る
点
で
あ
る
。
な
お

一
と
五
は
Ａ
類
黒
色
土
器
で
あ

る
。
杯
形
土
器
の
入
の
も
の
は
ど
の
あ
た
り
に
存
在
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
前
述
の
一
九
二
地

点
第

一
号
住
居
址
出
上
の
杯
形
土
器
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
、
五
は
鬼
岩
式
の
要
素
も
見
ら
れ
る
。

灰
袖
陶
器
は
黒
笹
二
五
、
黒
笹
九
〇
に
比
定
さ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。

註
　
遺
物
に
つ
い
て
の
考
察
は
拙
稿

「山
梨
県
下
に
於
け
る
晩
期
土
師
式
上
器
編
年
試
案
」
を
参
照

（菊

島

美

夫
）

一ハ
、
　
（駆岬

括

今
回
の
遺
跡
、
特
に
方
形
周
濤
墓
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
て
総
括
す
る
の
に
あ
た
り
、
特
に
濤
中
出
上
の
不
揃
い
破

砕
さ
れ
た
遺
物
に
先
ず
注
目
を
し
た
い
。
お
そ
ら
く
弥
生
後
期
後
半
に
こ
れ
ら
の
も
つ
破
砕
と
い
う
固
定
し
た
埋
葬
儀

礼
が
定
着
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
他
の
周
辺
地
域
の
今
後
の
考
古

学
調
査
に
そ
の
事
例
を
む
け
て
み
た
い
と
思
う
。
次
に
京
戸
川
～
大
石
川
２
扇
状
地
に
は
す
で
に
弥
生
後
期
後
半
、
経

済
基
盤
を
稲
作
農
業
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
は
先
ず
谷
水
田
～
次
に
古
い
地
割
の

発
生
、
そ
し
て
埋
没
さ
れ
た
形
の
中
で
発
見
さ
れ
た
近
在
の
条
里
等
、
そ
こ
に
は
農
業
共
同
体
を
原
点
と
し
て
い
た
歴

史
の
道
程
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

す
で
に
発
表
し
て
お
い
た
よ
う
に
例
え
臨
ぽ
没
し
て
い
る
条
里
水
田
面
に
よ
り
そ
う
よ
う
な
形
で
発
見
さ
れ
て
い
る

小
堅
穴
の
住
居
址
群
等
に
見
ら
れ
る
現
象
は
、
河
川
の
氾
濫
作
用
を
大
き
く
う
け
て
、
放
棄
す
る
ま
で
、
農
業
共
同
体
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手
工
業
的
産
物
と
共

同
体
の
側
面

古
墳
発
生
前
の
墓
制

と
古
墳
鮮
地
帯

の
村
落
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
見
た
場
合
こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
の
方
形
周

濤
墓
は
、
あ
た
か
も
農
業
共
同
体
の
記
念
碑
的
な
意
味
を
背
負

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の

後
の
開
発
さ
れ
た
東
八
代
郡

一
宮
町
、
そ
こ
に
は
律
令
古
代
中
心
の
面
目
が
躍
如
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
条

里
以
前
に
お
け
る
古
代
の
地
割
を
具
体
的
に
は
見
出
し
得
な
い
ま
で
も
、
方
形
周
溝
墓
と
後
出
の
農
業
開
発
の
姿
を

一

連
の
中
で
見
直
す
こ
と
の
出
来
る
、
そ
の
よ
う
な
出
発
点
、
原
点
と
し
て
今
こ
こ
に
う
か
べ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

溝
中
覆
土
出
上
の
弥
生
式
上
器
底
部
に
鮮
や
か
に
刻
さ
れ
て
い
た
稲
概

の
圧
痕
は
そ
の
素
材
と
し
て
の
粘
上
、
そ
れ

に
嵌
入
の
河
川
砂
礫
の
小
石
粒
と
い
い
、
京
戸
川
と
い
う
地
場

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
土
器
を
分
業
と

し
て
の
手
工
業
で
焼
き
あ
げ
、
或
は
手
工
業
的
な
所
産
物
と
し
て
の
紡
錘
車
を
含
め
て
、
濤
中
に
供
献
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
。
そ
こ
に
農
業
共
同
体
の

一
側
面
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
方
形
周
溝
墓
は
古
墳
発
生
前
の
墓
制
と
で
つ
見
解
に
た
ち
周
辺
の
古
い
様
相
を
伝
え
る
古
墳
地
域
と
ど
う

い
う

形
で
発
見
が
予
察
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
甲
府
盆
地
南
東
部
に
占
地
す
る
曾
根
丘
陵
地
域
で

は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
同

一
地
域
で
前
期
古
墳
に
併
存
、
若
し
く
は
後
出
す
る
形
に
お
い
て
出
現
す
る
方
形
周
溝
墓
の
実
否
が
第

一

に
問
わ
れ
よ
う
し
そ
の
よ
う
な
前
程
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
弥
生
後
期
に
お

い
て
承
ざ
・水
田
、

半
湿
田
に
適
合
し
た
地
域
の
中

に
見
出
せ
る
稲
作
農
業
が
例
え
ば
東
八
代
郡
下
の
中
道
町
、
西
八
代
郡
下
の
二
珠
町
周

辺
に
実
存
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
他

の
ど
こ
の
地
よ
り
も
積
極
的
に
稲
作
農
業
を
お
し
す
す
め
、
生
産
拡
大

へ
と
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
た
姿
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
の
予
察
が
可
能
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
的
社
会
的
背
景
、
そ
の
素
地
と
い
う
も
の
は
他
に
求
め
得
な
い
点
、
今
後
の
堀
り
下
げ
に
期
待
出

来
る
の
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
地
域
に
大
開
発
事
業
の
策
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
遺
跡
の
大
量
破
壊
が
進
も
う
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と
し
て
い
る
事
実
に
対
し
て
の
対
応
が
高

い
政
治
的
判
断
か
ら
も
要
求
さ
れ
よ
う
し
、
文
化
財
保
護
行
政
の
真
価
が
同

時
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
含
め
て
本
県
初
の
方
形
周
溝
墓
の
総
括
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
こ
で
や
や
堀
り
下
げ
て
み
よ
う
。
先
ず
第

一
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
前
述
の
よ
う
な
濤
中
出
土

の
遺
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
器
台
と
い
い
、
カ
メ
と
い
い
壺
形
土
器
と
い
い
、
他
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
破
壊
さ
れ
た

形
で
意
識
的
に
濤
中
に
持
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
壺
形
土
器
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

完
形
品
で
は
な
く
く
だ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
点
器
台
は
、
脚
部
の

一
部
と
日
縁
部
の
細
片
の
み
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。
例
え
ば
器
台
に
見
ら
れ
る
朱
彩
の
破
片
な
ど
は
、
時
に
埋
葬
儀
礼
の
定
着
し
た
パ
タ
ー
ン
か
も
知
れ
な
い
。
す

べ
て
が
故
意
に
破
砕
さ
れ
た
こ
と
は
い
い
か
え
れ
ば
再
度
実
用
の
器
物
と
し
て
使
用
が
絶
た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
供
献
の
儀
に
供
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
全
体
的
に
見
て
も
破
砕
遺
物
片
が

一
個
体
分
す
べ
て
揃

っ
て
い
な

い
の
も
ま
た
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
か
っ
砲
昭
和
二
七
年
、
山
梨
大
学
の
小
林
知
生
助
教
授
等
が
東

八
代
郡
中
道
町
字
松
本
所
在
の
小
平
沢
古
墳
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
り
、
後
円
部
の
墳
丘

一
部
か
ら
胴
部
片
の
あ
る
薄

手

ハ
ケ
ロ
の
あ
る
細
片
を
確
認
し
た
こ
と
が
あ

っ
た

（未
発
表
）
が
こ
れ
ら
の
場
合
の
細
片
が
、
破
砕
さ
れ
て
い
た
事

実
と
共
通
す
る
点
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
不
幸
に
し
て
古
い
様
相
の
古
墳
に
つ
い
て
の
調
査
が
充
分
で
な

か
っ
た
山
梨
県
下
の
例
と
し
て
今
後
、
弥
生
期
、
或
は
古
墳
発
生
期
に
お
け
る
土
器
破
砕
と
い
う

一
種
の
埋
葬
儀
礼
の

パ
タ
ー
ン
の
例
証
累
積
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
同
年
天
神
山
古
墳

（同
町
上
向
山
）
墳
丘
裾
部
に
も
同
様

な
例
の
あ
る
こ
と
を
志
田
命
保
氏
か
ら
通
報
が
あ
り
埋
葬
儀
礼
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
注
意
し
た
い
。

（現
　
長
田
中
次
郎
氏
）
所
有
地

方
形
周
溝
墓
と
そ
の
周
辺
の
実
状

残
存
す
る
形
で
さ
き
に
発
見
さ
れ
た
さ
ぎ
堂
地
内
の
埋
没
条
里
地
域
に
近
接
す
る
こ
の
山
梨
県
内
初
の
方
形
周
溝
墓
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を
、
さ
ら
に
よ
り
具
体
的
に
地
域
の
姿
の
中
で
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
で
お
こ
な
っ
た

一
連
の
考
古
学
調
査
で

は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
占
地
近
く
に
流
れ
る
京
戸
川
は
扇
状
地
形
を
つ
く
り
な
が
ら
大
石
川
に
合
流
し
、
さ
ら
に
広
い

一扇
状
地
形
を
形
成
し
、
後

の
律
令
古
代
の
中
心
地
と
な
る

一
宮
町
を
生
ん
で
行
く
。
例
え
ば
式
内
国
幣
中
社
で
あ

っ
た

浅
間
神
社
や
、
伝
承
の
大
宝
令
に
よ
る
国
学
の
お
か
れ
た
、
さ
ぎ
堂
が
そ
れ
で
あ
る
。
或
は
弥
生
期
の
谷
水
田
が
以
外

と
一局
状
地
の
湧
水
帯
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、濤
中
覆
土
出
上
の
弥
生
式
土
器
底
部
に
残
る
粗
の

圧
痕
に
よ

っ
て
方
形
周
溝
墓
と
弥
生
期
の
農
業

の
側
面
が
よ
り
具
体
例
と
な
っ
て
証
明
さ
れ
よ
う
と
は
全
く
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
谷
水
田
を
予
測
し
、残
存
し
た
形
で
と
ら
え
ら
れ
た
埋
没
の
条
里

へ
の
移
行
の
中
に
は
こ
れ

ら
の
開
発
を
可
能
に
し
た
弥
生
後
期
の
人
々
の
稲
作
農
業
の
営
み
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
＞
〕
の
水
系
に
そ
っ
て
や
が
て

は
古
地
割
的
な
も
の
へ
の
展
開
も
或
は
容
易
な
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。か
っ
瑞
ド
山
日
出

夫
氏
は
、現
条
里
以
前
の
可
成
り
広
範
囲
に
わ
た
る
古
代
地
割
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
奈
良

⑤

県
＝
大
和
平
野
の
十
市
郡
太
子
堂
付
近
）、
こ
の

一
宮
町
で
お
こ
な
わ
れ
た
埋
没
さ
れ
た
形
で
発
見
さ
れ
た
条
里
が
或

は
そ
れ
以
前
の
谷
水
田
か
ら
の
発
展
的
な
姿
の
中
で
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
開
拓
を
先
ず

お
こ
な
い
、す
す
め
て
い
っ
た
弥
生
末
期
の
人
々
の
稲
作
農
業
を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
は
こ
の
方
形
周
濤
墓
の
意
義

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。弥
生
文
化
と
り
わ
け
稲
作
を
つ
と
め
あ
げ
た
そ
れ
ら
の
集
団

の
首
長
の
墓

域
を
こ
の
地
に
求
め
た
こ
と
が
即
ち
占
地
す
る
微
高
地
に
築
造
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
今
こ
こ
に
類
推
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
今
回
の
発
堀
調
査
に
お
い
て
、
溝
中
覆
土
出
上
の
弥
生
式
上
器
底
部
に
刻
さ
れ
て
い
る
糊
の
圧

痕
こ
そ
弥
生
農
耕
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
上
器
の
胎
土

は
こ
の
周
溝
墓
近
く
に
接
し
て
い
る
。
微
高
地
形
を
成
し
て
い
る
粘
上
の
一
部
で
も
あ
る
こ
と
が
、そ
の
後
判
明
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
、粘
土
に
京
戸
川
扇
状
地

の
小
石
粒
を
含
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
く
り
か
え
し
て
の
べ
る
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谷
水
田
～
古
地
割
～

条
理
の
開
発
が
や
が

て
は
延
喜
式
に
見
ら

れ
る
。
国
分
寺
料
二

万
束
に
発
表
。

よ
う
に
椒

の
圧
痕
と
共
に
、
京
戸
川
の
作
用
を
受
け
て
角
部
が
丸
味
を
有
し
て
い
る
河
川
の
小
石
粒
を
不
用
意
に
脱
入

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
何
よ
り
の
証
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

土
器
医
部
に
刻
さ
れ
て
い
る
概

の
圧
痕
や
、
近
接
地
を
流
れ
る
京
戸
川
の
作
用
を
受
け
た
小
石
粒
が
、
粘
土
と
ま
ざ

り
あ

っ
て
い
る
こ
と
。

い
い
か
え
れ
ば
こ
の
土
地
の
も
の
と
い
う

こ
と
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
濤
中
覆
土
出

上
の
弥
生
式
土
器
は
そ
う

い
う
意
味
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
弥
生
式
後
期
後
半
と
い
う
時
期
に
お
い
て

開
発
さ
れ
た

（谷
水
田
～
古
地
割
的
な
）
水
田
か
ら
生
産
さ
れ
た
稲
で
あ
り
、
こ
の
地
に
あ
る
粘
土
を
も

っ
て
焼
き
あ

げ
た
器
物
を
、
打
ち
く
だ
い
た
形
の
中
に
お
い
て
供
献
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
谷
水
田
を
拓
き
、
或
は
先

行
の
古
地
割

へ
、
や
が
て
は
条
里

へ
と
こ
れ
ら
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
の
産
物
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
水
田
経
営
の
長

い
積
み
重
ね
で
あ
ろ
う
し
、
農
業
を
基
盤
と
す
る
弥
生
期
の
社
会

の
分
業
の
所
産
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
あ
る

ま

い
か
。
生
産
用
具
の

一
つ
の
例
と
し
て
さ
き
の
濤
中
底
部
出
上
の
紡
錘
車
も
勿
論
、
農
業
共
同
体
内
部

の
も
の
で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
だ
ろ
う
。
土
器
を
焼
く
こ
と
、
胎
土
を
と
る
こ
と
、
或
は
紡
織
等
、
社
会
的
な
分
業
の
姿
を
、
思
い

お
こ
さ
せ
る
に
は
格
好
な
資
料

の
出
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
工
業
的
な
製
品
や
、
弥
生
農
業
が
谷
水
田
か
ら
古
地
割

へ
と
水
田
を
拓
く
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
農
業
共
同
体

の
大

い
な
る
力
な
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
い
。
よ
り

生
産
力
が
増
強
さ
れ
こ
の
地
域

の
開
発
は
進
み
、
や
が
て

『
延
喜
式
』
主
税
の
条
に
見
ら
れ
る
甲
斐
国
正
税
公
廠
各
十

四
万
束
。
国
分
寺
料
二
万
束
は
、
当
時
の
よ
り
大
き
く
開
発
さ
れ
得
た
姿
を
表
現
し
て
い
る
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。さ

き
嗚
落
合
重
信
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
古
墳
の
出
現
と
い
う
こ
と
は
、
登
呂
式
農
法
に
よ
る
大
湿
地
帯
の
開

発
と
近
隣
の
併
合
に
よ
る
共
同
体
首
長
の
司
祭
者
か
ら
支
配
者

へ
変
化
し
て
ゆ
く
姿
と
し
て
前
期
古
墳
を
と
ら
え
て
い

る
が
ム
筆

者
等
の
研
究
メ
ン
バ
ー
の
取
組
ん
だ
過
去
四
ケ
年
間
に
お
け
る
考
古
学
調
査
の
結
果
の
条
里

・
住
居
址
群
と
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後
出
し
た
条
理
面
か

ら
の

一
祝
点
。

稲
作
農
業
を

つ
と
め

た
集
国
の
長
の
墓
域

と
し
て
の
あ
か
し
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か

一
〇
世
紀
前
後
の
こ
の

一
宮
町
地
域
の
歴
史
は
、
で
つ
に
及
ば
ず
国
分
寺
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
大
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
発
堀
の
状
況
を
観
察
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
河
川
の
氾
濫
原
を
開
拓
し
或

は
時
に
は
河
川
の
氾
濫
砂
礫
に
よ
っ
て
、Ю
埋
没
し
た
小
堅
穴
住
居
址
群
も
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
条
里
面
に
近

接
し
て
い
て
、
現
存
す
る
農
業
集
落
の
そ
れ
と
大
差
の
な
い
も
の
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
他
方
で
は
落
合
重
信
氏
も
い

っ
て
い
る
よ
う
に
③
『条
里
制
と
灌
漑
と
は
切
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
世
の
荘
園
図
な
ど
に
お
い
て
条
里

制
地
割
を
示
し
て
い
な
が
ら
今
日
現
地
に
ま
っ
た
く
条
里
制
遺
構
を
見
せ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
水
無
頼
庄
。
道

守
庄
な
ど
そ
れ
で
あ
る
。
洪
水
な
ど
川
荒
れ
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
っ
た
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
で

あ
ろ
う
』
と
さ
れ
て
い
る
点
は
現
に
こ
の
一
宮
町
地
内
で
お
こ
な
っ
た
調
査
の
結
果
、
例
え
ば
埋
没
し
て
い
た
小
堅
穴

形
の
中
で
発
見
さ
れ
た
古
代
の
農
業
の
基
盤
で
あ
る
条
里

へ
と
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
の
姿
が
漸
次
明
ら
か
と
な
っ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
中
で
こ
の
方
形
周
濤
墓
を

一
つ
の
側
面
か
ら
即
ち
後
出
し
た
条
里
の
中
で
と
ら
え
て
、
さ

ら
に
見
直
し
て
そ
の
地
域
開
発
の
姿
を
原
点
に
さ
し
も
ど
し
て
見
る
こ
と
が
、
よ
り
農
業
共
同
体
が
ど
の
よ
う
に
し
て

発
展
す
る
の
か
、
或
は
し
た
の
か
。
例
え
ば
都
出
比
呂
志
氏
の
指
摘
す
る
（翠

そ
の
内
部
に
耕
地
と
生
産
物
占
有
の
単
位

と
し
て
の
世
帯
共
同
単
位
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
水
稲
農
耕
が
要
求
す
る
土
木
水
利
の
大
規
模
協
業
は
農
業
共
同

体
の
首
長
権
を
強
化
し
、
世
帯
共
同
体
の
自
主
性
を
お
さ
え
る
役
割
を
呆
し
た
』
と
す
る
農
業
共
同
体
が
、
或
は

一
〇

世
紀
以
降
も
以
前
と
し
て
小
堅
穴
住
居
と
い
う

一
連
の
埋
没
条
里
周
辺
の
住
居
址
群
の
そ
れ
か
も
知
れ
な
い
と
過
去
の

考
古
学
調
査
の
見
直
を
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
て
当
該

一
宮
町
地
区
の
古
墳
に
つ
い
て
は
ど
う

い
う
こ
と
と
な
ろ
う
か
。
発
見
さ
れ
た
方
形
周
濤
墓
と
地
域
に
分
布
す
る
古
墳
に
つ
い
て
の
状
況
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ

て
見
よ
う
か
と
思
う
。

方
形
周
溝
墓
の
占
地
す
る
、或
は
そ
の
予
測
を
さ
れ
る
地
域
と
前
期
古
墳
に
つ
い
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
は
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甲
府
盆
地
南
東
部
曾

恨
丘
陵
地
へ
の
視
点

方
形
周
溝
墓
の
終
末
に
つ
い
て
は
、
古
墳
発
生
前
の
墓
制
と
い
う
見
解
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、命ざ
井
塚
良

一
が

指
摘
す
る
埼
玉
県
番
清
水
、
西
台
、
神
奈
川
県
朝
光
寺
原
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
の
よ
う
に
、
同

一
地
域
で
前
期
古
墳
に

併
存
若
し
く
は
後
出
し
て
出
現
し
た
方
形
周
濤
墓
が
、
こ
の
山
梨
県
の
一
宮
町
を
含
む
峡
東
の
地
域
や
曾
根
丘
陵
地
に

可
能
性
が
な
い
と
は
断
じ
き
れ
な
い
が
、
な
お
将
来
の
問
題
と
し
て
方
形
周
濤
墓
の
具
体
的
な
事
実
の
上
に
立
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
前
期
の
そ
れ
も
発
生
期
の
古
墳

（山
梨
で
の
）
を
若
し
求
め
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の

一
宮
町
を
含
む
峡
東
の

地
域
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
甲
府
盆
地
南
東
部
に
位
置
す
る
曾
根
丘
陵
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
丘

陵
及
び
周
辺
地
域
の
谷
水
田
か
ら
或
は
半
湿
田
に
適
合
し
た
地
域
、
特
に
中
道
町
、
三
珠
町
地
内
に
は
農
業
を
大
き
く

支
え
る
だ
け
の
風
土
が
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
く
り
か
え
し
て
の
べ
る
よ
う
に
中
道

町
下
曾
根
、
三
珠
町
の
大
塚
丘
陵
縁
の
沼
地
に
広
が
る
地
域
は
、
や
が
て
古
地
割

へ
ひ
ら
け
る
可
能
性
は
充
分
に
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
周
辺
の
特
徴
で
あ
り
、
最
近
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。　
一
宮
町
京
戸
川
、
大
石
川
、
金

川
の
各
一扇
状
地
よ
り
は
河
川
排
水
も
良
好
で
い
わ
ば
生
産
の
高
い
半
湿
田
は
当
然
早
く
か
ら
鉄
製
農
工
具
の
高
度
な
使

用
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。⑫
例
え
ば
具
体
例
と
し
て
甲
府
市
内
朝
気
町
地
内
東
小
学
校
庭
出
上
の

（弥

生
末
～
古
式
上
師
）
木
器
類
の
確
認
や
、
矢
板
列
そ
れ
ら
の
状
況
か
ら
裏
付
け
が
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

木
製
の
鋤
は
、
櫂
状
の
も
の
で
短
い
柄
が
つ
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
県
内
で
は
こ
こ
が
最
初
の
例
で
あ
っ
て
先

進
地
型
の
農
耕
を
支
え
て
い
た
技
術
を
物
語
っ
て
い
る
が
こ
れ
ら
を
そ
の
背
景
と
し
て
、
耕
地
面

へ
の
拡
大
化
と
生
産

性
の
増
大
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
湧
水
か
ら
の
主
水
路
～
副
水
路
、
そ
し
て
つ
づ

く
失
板
の
列
と
い
っ
て
み
れ
ば
登
呂
式
農
法
を
こ
の
地
で
お
こ
な
い
得
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
水
系
と
し
て
は
笛

吹
川

（荒
川
）
の
小
河
川
か
ら
の
も
の
で
あ
り
や
が
て
は
そ
の
面
積
も
広
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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水
田
造
成
と
労
働
力

の
集
中
化
と
首
長

ヘ

の
墓
域
築
造
。

こ
の
地
に
石
庖
丁
の
類
の
発
見
の
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
鉄
器
の
普
及
が
早
く
例
え
ば
、⑮
東
八
代
郡
中
道
町
大
丸
山

古
墳
出
上
の
鉄
製
の
鋤
、
命ギ

山
塚
古
墳
の
鎌
等
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
も
の
の
呆
し
た
生
産
拡
大

の
役
割
は
大
き
か
っ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
水
路
や
、
畦
畔
に
当
然
打
ち
こ
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。⑪
戸
小
学
校
庭
に
見

ら
れ
る
矢
板
は
そ
の
量
も
膨
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
水
田
造
成

（先
行
の
古
地
割
）
に
投
入
さ
れ
た
労
働
力
つ
ま
り
は
農
業
共
同
体
の
力
は
漸

大
大
き
な
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
、
大
丸
山
古
墳
の
よ
う
な
墳
墓
築
造
の
支
え
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
鎌
ず

湿
田
地
帯
に
発
見
さ
れ
る
弥
生
末
期
～
古
式
上
師
の
遺
跡
が
こ
れ
ま
た
下
曾
根
地
域
や
二
珠
町
地
内
で
確
認
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
県
営
精
進
湖
線
道
路
の
た
め
に
こ
の
地
を
通
過
し
て
い
る
新
道
路
建
設
当
時
に
確
認
さ
れ
た
遺
物
包
含
層

も
や
は
り
こ
の
地
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
方
形
周
薄
墓

へ
の
確
認
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い

な
い
が
、
筆ヽ
者
は
昭
和
三
七
年
、
中
道
町
字
立
石
地
内
で
、
濤
中

（堅
穴
住
居
址
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
）
出
上
の
弥
生

式
後
期
土
器
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
同
年
末
、
山
梨
大
学
小
林
知
生
氏
担
当
に
よ
る
同
町
字
松
本
の
小
平
沢
古

墳
の
調
査
時
に
お
い
て
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
後
円
部
墳
丘
よ
り
破
砕
さ
れ
た
土
器
細
片
、
胴
部
破
片
の
検
出
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
が
古
い
様
相
を
伝
え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
し
天
神
山
古
墳
の
同
様
な
例
、
＞」
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
み
る
と
少
な
く
と
も
こ
の
地
に
は
、
笛
吹
川
に
流
れ
込
む
小
河
川
の
利
用
に
よ
る
半
湿
田
、
或
は
そ
の
発
達
し
た
姿

と
し
て
の
水
田

（古

い
地
割
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
証
と
し
て
、
笛
吹
川
に
近
い
包
含
層

か
ら
、
古
代
稲
の
穂
首
節
の
一
部
を
も
刻
し
て
い
る
椒
の
跡
が
あ
る
弥
生
式
後
期
の
上
器
底
部
片
の
発
見
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
考
古
学
的
資
料
を
逐
次
整
理
し
て
み
る
と
、
弥
生
人
が
農
業
共
同
体
の
首
長
の
墓
域

を
つ
く
り
、或
は
や
が
イ
．墳
墓
を
築
造
す
る
社
会
的
な
背
景
や
そ
の
素
地
と
い
う
も
の
は
こ
の
地
を
お
い
て
外
に
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
浅
川
や
金
川
一扇
状
地
域
を
こ
え
た

一
宮
町
で
発
見
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓
と
い
う
も
の
が
こ
れ
ら
古
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か
け
が
え
の
な
い
地

域
の
歴
史
環
境
保
全

へ
の
提
言
。

初
期
弥
生
稲
作
を
と

お
し
て
古
代
社
会
構

成

・
理
論
化
の
地
域

未
来

へ
の
創
造
を
よ

び
お
こ
す
た
め
に

い
様
相
の
古
墳
を
伝
え
る
地
に
も
予
察
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
た
い
。
だ
が
し
か
し
、
弥
生
時

代
の
墓
制
と
し
て
そ
の
具
体
的
な
例
証
は
今
後
に
ま
た
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
最
近
こ
の
曾
根
丘

陵

一
帯
の
地
域
に
大
規
模
な
開
発
事
業
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
着
工
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
面
と

し
て
の
保
存
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
笛
吹
川
沿
幸
土
地
改
良
事
業
と
い
う
空
前
の

規
模
で
五
、
入

一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
桃

・
ブ
ド
ウ

。
そ
の
他
果
樹

・
桑
園
の
畑
地
濯
が
い
が
そ
の
目
的
で
、
用
水
計
画

に
よ
る
パ
イ
プ
布
設
工
事
に
伴
な
う
大
量
遺
跡
の
破
壊
化
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
策
定
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
面
と
し
て
の
保
存
計
画
を
生
活
面
と
の
か
か
わ
り
あ

い
の
中
か
ら
ど
の
よ

う
な
も
の
に
す
る
か
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二

一
世
紀
以
降
の
県
民
に
残
す
歴
史
的
風
土
、
環
境
を
今
か
ら
考
え

直
さ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
熟
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
敢
て
総
括

の
結
び
と
し
て
関
係
方
面
に
提
言
す
る
次
第
で
あ
る
。

付

録

　

（航
空
写
真
に
よ
る
解
説
）

図
版
二
十
六
の
写
真
に
よ
っ
て
弥
生
後
期
に
お
け
る
谷
水
田
、
も
し
く
は
半
湿
田
を
予
察
す
る
こ
と
は
充
分
に
可
能

で
あ
る
。
即
ち
穂
首
節
か
ら
落
下
し
た
野
生
形
の
イ
ネ
の

一
部
を
上
器
底
部
に
圧
痕
と
し
て
残
し
て
い
る
例
や
、
弥
生

式
後
期
～
古
い
土
師
式
上
器
の
句
含
層
が
逐
次
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
小
字
立
石
東
山
を
中
心
と
す
る

派
生
丘
陵
上
に
は
溝
中
出
上
の
弥
生
後
期
土
器
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
丘
陵
に
は
、
古
い
様
相
を
伝
え
る

古
墳
が
あ
り
、
例
え
ば
小
平
沢
古
墳
、
天
神
山
古
墳
の
よ
う
に
、
墳
丘
に
み
ら
れ
る
故
意
に
破
砕
さ
れ
た
上
器
を
埋
め

て
い
た
パ
タ
ー
ン
の
知
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
き
わ
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

（実
線
内
）

こ
の
よ
う
な
歴
史
環
境
の
広
域
の
保
存
は
、
現
代
に
生
を
う
け
た
県
民
が
二

一
世
紀
以
降
の
子
孫
の
た
め
に
残
し
、
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伝
え
る
、
大
い
な
る
遺
産
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
付
近
に
は
、
ク
ヌ
ギ
ー

コ
ナ
ラ
ー
ク
リ
の
樹
林
帯
が
そ
の
姿
を
伝

え
て
い
る
。
都
市
公
園
プ
ラ
ン
を
直
線
的
に
導
入
し
て
の
諸
計
画
に
、
果
し
て
そ
れ
が
都
市
近
郊
の
新
興
観
光
地
の
そ

れ
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
よ
う
と
、
そ
の
保
証
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
飛
鳥
の
保
存
の
教
訓
に
照
ら
し
て
み
て
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
ら
に
計
画
実
施
中
の
農
業
生
産
の
基
盤
整
備
事
業
の
大
プ
ラ
ン
と
ど
の
よ
う
な
調
和
が
高
い
行
政
レ
ベ
ル
で
示
さ

れ
る
か
、
す
で
に
筆
者
は
公
文
を
と
お
し
て
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
昭
和
五
〇
年
度
、
文
化
庁
報
告
の
重
要
遺
跡
の
保
存
対
策
）

そ
し
て
子
孫
の
た
め
の
、
古
代
の
創
造
を
呼
び
お
こ
す
た
め
に
も
敢
て
申
し
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

今

一
度
多
く
の
県
民
が
保
護
と
は
何
か
、
利
用
と
は
何
か
、
開
発
と
保
護
と
の
調
和
と
は
何
か
を
問
い
直
し
行
政
サ

イ
ド
か
ら
も
さ
ら
に
大
き
な
視
点
に
た
っ
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
丘
と
雑
木
林
の
あ
る
こ
の

見
な
れ
た
緑
豊
か
な
歴
史
風
土
に
土
と
水
と
を
区
別
し
、
大
型
パ
イ
プ
に
よ
る
導
水
計
画
網
　
全
面
に
張
り
め
ぐ
ら
す

大
開
発
が
何
を
も
た
ら
す
か
は
今

一
度
ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
丘
陵
大
破
壊
の
例
は
多
摩
丘
陵
付
近

に
見
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
大
自
然
の
有
効
利
用
は
長
い
間
の
歴
史
が
教
え
、
地
域
の
住
民
が
よ
く
順
応
し
て
き
て
今

日
を
築
き
あ
げ
て
い
る
そ
の
こ
と
自
体
地
域
住
民
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
こ
そ
勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
対

応
さ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
付
録
と
し
て
の
航
空
写
真
を
見
つ
め
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

人
間
と
自
然
、
人
間
と
こ
の
大
地
の
関
係
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
機
会
と
な
ら
ば
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。

③ ② ①

山
梨
県
教
育
委
員
会
　
　
古
代
甲
斐
国
の
考
古
学
調
査

山
本
寿
々
雄

山
梨
大
学

西
八
代
郡
三
珠
町
誌
所
収
考
古
編

（未
刊
）

学
芸
学
部
研
究
費
に
よ
る
昭
和
二
七
年
調
査

（未
刊
）

九
七
四

九
五
七

九
五
二
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秋
山
日
出
夫

山
梨
県
教
育
委
員
会

落
合
　
重
信

山
梨
県
教
育
委
員
会

⑩ ⑩ ⑬ ⑫ ⑮ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ③ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④

山
梨
県
教
育
委
員
会

落
合
　
重
信

都
出
比
呂
志

金
井
塚
良

一

山
本
寿
々
雄

仁
科
　
義
男

上
田
　
一二
平

山
本
寿
々
雄

山
本
寿
々
雄

山
梨
大
学

山
本
寿
々
雄

山
本
寿
々
雄

山
本
寿
々
雄

条
理
制
施
行
起
源
―
大
和
南
部
条
理
の
復
元
を
手
掛
り
と
し
て
―
日
本
古
文
化
論
攻

前
掲
①
に
よ
る

（山
梨
県
教
育
委
員
会
）

条
理
制

①
甲
斐
国
国
分
寺
周
辺
集
落
址
の
調
査

②
甲
斐
国
埋
没
条
理
遺
構
等
の
調
査

③
古
代
甲
斐
国
の
考
古
学
調
査
、
本
編

④
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
編

前
掲
①
に
よ
る

（山
梨
県
教
育
委
員
会
）

前
掲
⑥
に
よ
る

（落
合
重
信
）

講
座
日
本
史
①
古
代
国
家

日
本
考
古
学
協
会
大
会
要
旨

甲
府
市
朝
気
町
（東
小
学
校
々
庭
）出
上
の
矢
板
外
の
木
器
に
つ
い
て
　
甲
斐
考
古

一
〇
の
一

大
丸
山
古
墳
　
山
梨
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
　
五

山
梨
県
銚
子
塚
古
墳
附
九
山
塚
古
墳
　
史
跡
調
査
報
告
　
五

前
掲
⑫
に
よ
る

（山
本
寿
々
雄
）

前
掲
②
に
よ
る

（山
本
寿
々
雄
）

前
掲
①
に
よ
る

（山
梨
大
学
）

穂
首
節
か
ら
脱
落
し
た
と
み
ら
れ
る
跡
を
有
す
る
弥
生
式
上
器
底
部
の
概
痕
に
つ
い
て

甲
斐
考
古
五
の

①
最
近
の
山
梨
県
に
お
け
る
考
古
学
界
の
動
向
に
つ
い
て
　
信
濃
二
〓
一の
三

②
山
梨
県
に
お
け
る
緊
急
発
掘
と
そ
の
問
題
点
　
考
古
学
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
入
二
号

重
要
遺
跡
の
緊
急
指
定
の
た
め
の
調
査

（教
文
九
十
二
二
号
）

一
九
七
〇

一
九
六
七

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
四

一
九
六
七

一
九
七
〇

一
九
七

一

一
九
七
二

一
九
三

一

一
九
二
〇

一
九
七
二

一
九
五
二

九
六
九

九
七
〇

九
七
三

九
七
五
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杭Nα2M地点方形周溝墓濤中底部出土遺物表

面

号

図

番 出土地点 出土状態 器   形 法  量 整形方法、その他 胎  土 焼  成
色 調

備   考
内 面  外 面

西側周濤 濤 残 部 小 形 壺 ‖Jm`11大 ,Ill‖

Ⅲ面、 ↓刷毛目
勺面、と刷毛目

細かい砂粒を
若干含む

良 好 茶 褐 色 茶 褐 色

日径 推 計
9働

Ⅲ面、 ↓刷毛目
句面、→用J毛 目

黄 撮 色  〃

口 径 推 計
9伽

面

面

外

内

→刷毛目
→刷毛目

茶 褐 色  〃

四 溝 上 部
日  径
17.7cJlt

外面、↓刷毛目後́ラミガキ
内面、→刷毛目

細かい砂粒を
含む

赤 褐 色 赤 褐 色

五 濤 底 部 小 形 壺
口径 推 計
12伽

器面、ざらついている 砂 粒 を含 む や や 悪 しヽ 責 褐 色 黄 褐 色

医部径推計
5.5伽 外面、→刷毛目 やや大粒のつ

粒を含む
良 好 黄 褐 色 灰 黒 色

七 台 付 甕
計推径

伽

日

１７
揃、婦J毛日、器面ざら〕てヽ,お

内面、‐刷毛目
綱かい砂粒を
多く含む

や や 悪 彰 茶 褐 色

内面、ど刷毛目
綱かい砂粒を
若干含む

良 好 茶 褐 色 茶 褐 色

九 南側周濤
毛
毛

↓
↓

面
面

■
勺

細かいτ砂粒を
多く含む

○ 西側周濤 器   台
外面脚部、↓ヘラミガキ
内面脚都、→ヘラミガキ

精   々

台 付 甕 外面、 ↓刷毛目
内面、→刷毛目

細かい砂粒を
若千含む

ややもろし 黄 褐 色 灰 黒 色

面

面

外

内
↓刷毛目
→刷毛目 茶 褐 色

南側周濤 外面、
内面、

毛
毛

↓

↓
良 媚 茶 褐 色 黒 褐 色

一
四 西側周濤 外面、イ↓刷毛目

内面、/↓ 刷毛目
茶 褐 色 茶 褐 色

五
西側周濤 外面、ヽ 刷毛目

内面、→｀刷毛目
精   々 黄 褐 色 黄 褐 色

外面、→ヽ刷毛目
内面、→刷毛目

綱かい砂粒を
含む

ややもろし 茶 褐 色 暗茶褐色

七

面

面

外

内

→刷毛目
→刷毛目

良 好 黄 褐 色

八 台付甕 ?
面

面

外

内
↓ヘラ調整
→ヨコナデ

細かい砂粒を
含む

茶 褐 色 藩褐褐色 口縁部刻目

九 南側周濤 甕
面

面

外

内
櫛描波状文
ヨヨナデ整形

唱 褐 色 暗黄褐色

二
〇 西側周濤 外面、櫛描波状文・横

走特文
砂粒 を含む 茶黄褐色 茶 褐 色

外面、櫛描波状文
細かい砂粒を
含む

暗 褐 色 暗黄褐色

一
一
一
一

甕 外面、櫛描波状文 細かい砂粒を
含む

黄 褐 色 黄 褐 色

一
一一一一

外面、肩部に疑縄文 〃 茶 褐 色

二

四 壺 (オ ?)
外面、綿!毛目整形鞍今ラ調整ナデ
勺面、→ヘラナデミガキ

黒 褐 色 黒 褐 色

二
五

面

面

■

勺

→ヨコナデ
→ヨコナデ

精  々 黄 褐 色 黄 褐 色

一　
一
上（

と製紡錘革 茶 褐 色
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杭Nα2 14地点方形周群墓覆土及び周辺グリット出土遺物表

面

号 出土地点 出土状態

(グ リヽハ )

器   形 法   量 整形方法その他 胎  土 焼  成
色 詞

備 考

内 面  外 面

グリット出土 士霊
　
一

日径 推 径
20.8伽

期 、類肯卜輛叱 日、月I帥は

昂咤目郵駿ラ ミ着
瀬醇 層晒 、ラミ猪

精々 良 好 黄 褐 色 責 褐 色

二

八 M-2 口径 推 径
22am

外面、刷毛目整形後、■ミ猪
内面、刷毛目→

砂粒を分く
含む 折返 し日縁

二

九

底 部 径
8.5伽

外面、 ↓刷毛目
内面、→刷毛目

茶 褐 色 茶 褐 色 折返し日縁

三
〇

P-8 底 部 径
9.5働

外面、婦〕毛目、́ラミか(

陰部、木之葉
黄 褐 色 責 褐 色

L-8 底 部 径
6.4伽

外面、綿J毛 日、ヘラミガキ
広部、靱のF■痕

砂粒を若干
含む

底部に小石 rlL入

小 形 豆
底 部 径
9働

外面、 ↓刷毛目
町面、↓刷毛目、木の葉

士霊
卜面、用I毛 日、ヘラミガキ
内面、→刷毛目

茶 褐 色 茶 褐 色 214、周薄内側フク土

二
四

台 付 甕
面

面

舛

内
↓刷毛目
→ヘラミガキ

黒 褐 色 回縁部刻 目

二
五

外面、 Iml毛ロヘラミガキ
内面、→吊J毛 目

砂粒を含む
黄 褐 色

鉢
面

面

外

内
↓刷毛目
ヨコナデ

二

七
手こ脚

外面、→刷毛目櫛状
ヘラによる刺突

茶 褐 色

二
入

台 付 甕
外面、ヨヨナデ

内面、→刷毛目、ヨコ

"
二

九
P-7 甕

外面、→刷毛日、ヨコナデ
内面、→刷毛日、ヨコナデ

砂粒を多く
含む

や や 悪 し 暗茶偶色 暗泰褐色

四
〇 台 付 褒

外面、→刷毛目
内面、→刷毛目

良 月 黄 褐 色 責 褐 色

四

一
壺

外面、用I毛 目整形後ヘラガキ
内面、→吊〕毛目

茶 褐 色 茶 褐 色

四

二

毛

毛

面

面

外

内 良 如 黄 褐 色 責 褐 色

四
二

K-8 外面、 ↓刷毛目

四

四 M-9 外面、→ヘラミガキ
内面、→刷毛日、ヘラミガキ

細かい砂粒
を若千含む 暗 褐 色 茶 褐 色

四

五 外面、櫛描横走帯文 黄 褐 色 黄 褐 色

四

六 器   台
外面、内面、

丹採

ヘラガキ
精々 赤 褐 色 赤 褐 色
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杭No161～ 162地点トレンチ内出土土器

杭Nα1 93地点トレンチ内出土土器

図面

番号
出土地点 出土状態 器 形 法 量 整形方法、その他 胎  土 焼 成

色 調

備   考
内  面 外  面

1
161地 点
トレンチ内

フ ク 土 士電 ヨコナデ 精 々 良 好 責 褐 色 責 掲 色 五領領

ヨヨナデ 砂粒を含む 暗茶掲色 暗茶褐色

3
162地 点
トレンチ内 ヨョナデ 黄 褐 色 責 褐 色

4 寮 ヨコナデ 暗黄褐色

5 器 ヘヽラ採ョヽコナ
陣翔朧

峙ミ面、↓
朴　勺

細かい砂粒を
若干含む 責 褐 色 赤 褐 色

図面
出土地′ド 出土状態 器 形 法 量 整形方法、その他 胎  土 焼  成

色 調
備   考否 ●

内  面 外 面

1
193地 点
トレンチ内

フ ク 土 台  付  甕
内面、ヨコナデ(孔 あり 精 々 良 媚 責 褐 色 貢 褐 色 五  領

2 士霊
砂粒を多く含
む 茶 褐 色 茶 褐 色

3 一霊
外面、→条痕

ややもろし 黄 褐 色 黄 褐 色 弥  生

4 褒
外面、→条痕 黒  色

(やきむら)

5 外面、→条痕
良 好 黒 褐 色 H音茶褐色
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歴

史

時

代

遺

物

表

図面番号 出 土 地 点 出 土 状 態 種 類 器 形
厭 重 整 形 方 法

胎 土 備 考口 径  最 高 底 1益 縁 】同 菩ト底

第十二図1
214)也 フく
第 1号 住 居 l■

床面に接して 土 師 器 甕 形 土 器 30.4 粘土●、貼付け
後横ナデ

④
→櫛状箆

ゆ
↓櫛状箆

③
砂粒を多く含む 片

2
〃

第 2号 住 居 址 器 台形 土 器 15.2  66.1 丸形、 ロクロ横デ 糸切 (右 ) 7C

3
lυ 3チ巴′虫

第 1号 住 居 址
〃 杯 形 土 器 11.4 尖形、 放射状箆磨 ↓箆 削

糸切後周囲
H5を箆削 精 貸 土 片

4 12.3 尖形、 箆 肖J

〃 〃 12.4    5.1 尖形、 〃 金面箆削 半完

6 〃 甕 形 土 器 18,1 外反、横ナデ 砂粒を多く含む 片

〃 手 担 土 器 3.9   3.5 擬似木棄底 精 土貨

Z14引巴′R
第 3号 住 居 l■

杯 形 土 器 16.5    5。 3 7.5 玉縁、 口知枇げ 糸切 (右 ) 精 〃

9 〃 〃 〃 13.9 〃 〃 片

〃 〃 羽釜 形 土 器 14.9 尖形、横ナデ →櫛状箆 砂粒を多く含む 片

小型甕形土器 6.5   8.5 九 形 、 外 反 → 箆 削 金面箆 削 精  々  土

〃 灰袖陶器 杯 形 土 器 16.6 ドブヅク ドブズク K90       片

第十四図1 214地点 トレンチ 混 入 土 師 器 16.9 尖 形 、 内 湾 → 箆 磨 → 箆 削 精 々 土 A類黒色土器  〃

12.7 〃 〃

〃 〃 13.8 〃

4 〃 〃 〃

214地点
第3号住居址覆土

〃 11.8 尖 形 、 内 湾 →箆なで 〃 〃

6 〃 〃 須 恵 器 12.1

214地点 トレンチ
L-7 土 師 器 15.0   5,9 丸形、 →箆なで ↓箆 削 箆 肖」 精 〃

8 方形周濤内ピット 放射状箆磨
糸切後周囲1

■5を箆 肖↓
214地点 トレンチ

P-7 〃 須 恵 器 杯蓋形土 器 15.2 ドブヅケ

Q-6 灰袖陶器 杯 形 土 器 14.2 K90        〃

〃 〃 ドブズケ ドブヅケ

193地 点 トレンチ 〃 壺 形 上 器 K35        〃

214地点 トレンチ
」-8 11.4

方形周濤内ピット 〃 〃 10.2 K90        〃

注

一
、
矢
印

（
↓
↓

）
は
箆
削
等
の
方
向
を
示
す
。

二
、
全
面
箆
削
、
糸
切
後
周
囲

一
～

一
、
五

ｃｍ
を
箆
削
と
あ
る
は
、
す
べ

後
者
は
糸
切
痕
を
残
す
◇

二
、
箆
削
と
あ
る
も
の
は
静
止
爺
削
り
し
た
の
で
あ
る
が
、
全
面
箆
削
の

れ
か
判
明
し
な
い
も
の
。

四
、
箆
磨
と
あ
る
は
暗
文
と
同
語

て
静
止
箆
削
技
法
に
よ
る
も
の
で
、

も
の
が
、
糸
切
後
周
囲

一～

一
、
五

前
者
は
糸
切
痕
を
全
く
残
さ
ず
、

ｃｍ
を
箆
削
り
し
た
も
の
の
い
ず

杭No

杭No

面

号

図

番 出土

1
１
‥

ン

3
162
トレン

4

面

号

図

番 出土貴

1

2

3

4



杭Nα214地点

1号住居l■土器出土状態
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1号住居址
図版八

図版九



杭Nα214地点

2号住居址

杭Nα 193地点

強 威

図版十一



|1募

掛 ・ ・

癬

L字遺構
図版十二

杭Nα214地点

方形周溝墓濤中土器出土状況  西側溝中底部



杭Nα214地点 方形周溝墓出土土器

争                        み

図版十四
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図版十五



杭Nα214地点 方形周溝墓出土土器

杭Nα214地点 グリット出土土器

図版十六
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図版十七



杭Nα214地点 グリット内出土土器

図版十八

図版十九
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杭No214地点 グリット内出土土器

杭Nα 193地点 トレンテ出土土器

守 1   毒

争            ぐ

―
  |―

―
.―  

―

―
    

―
 
―

図版二十
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図版二十一



杭Nα1 93地点 トレンチ出土土器

杭Nα214地点 第 2号住居出土土器

図版二十二
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図版二十三



杭Nα214地点 第 3号住居出土土器

図版二十四

-51-

図版二十五
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東八代郡中道町出上の椒の圧痕を有する後期弥生式上春在部の拡大写真

落下 ) 図版二十七
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曾根地域の合水瞬

○

小平沢首墳

○

天神山古墳

向山～佐久逸蟻ゆ谷泰由



航空写真

図版二十六



航空写真

図版二十六




